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到j性、エ ラプシヨンの階級等に依存して著しく変化するの‘C、とれ等現象の研究lと有JJな手段とな

・・・・・・・珂_. ・a・・・，.._.・w・_.. ・・・・・・・・.... 晶-...... 厄司両面.句・M -.・・・

ると共に、jillf;:;商でも所調

デリンジャー現政と密接に

~係してゐるので、天文学

上遁(J工学上陸めて主要

なものとなり、 上記異常現

象。予報I'Lも佼立て様とし

て、此の方面の研究がi1;訴

を弘して来た。けれども Jll

波は1j1度拡強いが木陽面の

比較的表J任官官わら出てゐる

ので、皆自治虫中'Cも可成よ

Cw波領域に於ける太陽事経費観測装置:こ関する落司王実施 く観測されるのに対し、rlll

波では実質的な蝕1tと一致した減少が認め られ、叉エラプシヨンの場合も ('Jll波はよ くとれと一

致 してI曾滅するのに川波では数分遅れる乙と等が認められてゐるの'C、 rl1l波による受信が荷ま

しい。 只、 ('I\\ ~皮は:受信技術が高級な 1-，セッ ト の|λi部雑音が人よきく、とれを太陽雑音と識別する

ととがむつかし く 、 との点C一般に使はれてゐないが、 ピー ムの鋭い点、現象の本質~把む点等

幾多の利点を有するので、研党所とし℃はとり困難に立向ふ決意を!川め、導波管変調法、低雑音

上曾巾器、スリットZ左中線、関係立体諸問路、企測定法等について研究を進めてゐたが，R;中級以

外の諾部分は此の程大休見透しが附いて*1と。
4， ~芸軍 の 物理

上野栄雌山崎注犬

近離距務1の~電波形の解訳に対しては人;気 ιI~の1ik電機材年との度速に於て研究を進め るととがた

切であるから、高速度及低速l:fiil縛カメ ラによって落訂及雲間般電の光学的解析を行ひ.叉空中

イオン 、 尖端敏電電流、 昼 ~IJ線大地電流、地表面の電位傾度、地電流等の観測によ って 、 大気の

導電率や'J，'r:m電荷の変劃，等を知るととが、必要で、ある。

とれ等に対しても信11設以来準備を進め京京芝浦軍主義や点京λ学地球物虚空手数宅、静岡大学工学部

勾rの勝援を受けてゐ?とが、先般の火事で全部左前失したの C，只今は復旧に努力してゐる。

本邦に於げるさき電研究の沿革

八
瓦手 民( 1草

1927年 (11自和2年)10)1ワシントンに国際無線件学委日会 (UJ】ionRadio 的・icntifirrucIntcr・
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Ilatiいnal，U. It.討.1.)ヵ:~同催.v... られ 、 {弗闘のメ ニ ー氏1(座長と して従軍分件会が聞かれた3 出席

者はアップJL.- 1・ン、ソアンデルボール、オースチン、デリンジャー、ヒ'ユーロー、横山英):..:良¥:の

諸氏εあって、何れも当時η電波停滞に関するオーソリティ-'Cある。以来.本:fi;も岡際的な仲

rm入りをして会電の研究を行ふとととなった。 中央気象台C:-tt朝合技[聞が本'ili:1M、度の日変化を無
指向性広中線で観測され、航$.研先所 C:-はtl、幡博ゴが指向性本中総ε州l立を観測され .私も、j!ili

{三省工務J"j:こ於て、j各石、治槻 大阪.京城、つ人連 ï今~t等vüa局を朋ひて 、 指向性本中綿'乙よ

り 全時観測を行って、到達頻度の方位分布を求め、藤原' 1没年q'，1j:士の~.tll指将によって、集象と安定

源の庶{系{(求めたc その結民1931年l1:.1士、日ir旬、約風.イミ蓮院緋.悶をl'ドふ低気圧が本電源と一

致してゐ ることが Iリ1 か となった。電試試験所の中 ~I 技師も不破に於て\"，)肱な観測を行はれた。

工務局に於け る研究はそのr，; も継続されたの‘ε、 nMIl 10~r ;fl.が京米俗学を命ぜられた折は、英阿

国立研究所のワ ットYンワット、 ラトキン、アップルトンの諸氏.帥閣 巴里無縁台のピユーロ一

氏等k訪問 一て 、種々見学し叉~.j 品等を して協力が出点、第二次大i肢の開始迄続接な蓮議が保た

れたので研究が促進された。

H日和15年tfiめに日本'手術保興会1人jへ'rI;'災防止委員企が設立せられ、藤原咲ヱrt事士k委員iょと し

て、気象、電力、高圧、労悌員等の分野に属する専門家印名の芸員が協力して研究に当り 、昭和23

年解散する迄8年間有意義な協I.. j研究が行はれた。 a;'ili;の研究も この1};に著しく進んだ。大野貫

二氏は前期短波fi'~f乙於け る答電の 日変化季節変化等を本主\;内外地及市jJ ;沼地域' [観測されたa 前

回窓;一時士は~電のポラりゼー シヨンの研究をされずこ。 私は 、 藤岡 li\弥氏と共に~電の波形k旬J

測して、先駆級官2.主1改革、多重hi電.雲間l民軍、積乱雲寺から発する特釘な波形、J主方から屯

離i併で反射されて到達する波形等を決定し、又プラウン管式の瞬時~~j 5:~ih jJ位。llj定機JJd出料怜~'l

~中綿式ブj位測定機を造って 、 気象現象の rj l心と 53電源との関係自f淵ぺ、 '， l;i{:i 、積5L雲 、 ~雨 ~t;・;

はそり位置から~電が出 る乙と 、 腕!f.{はヨfs:，fi;へ近 くにつれて中心の京市象限めら9:屯が11\ るとと

寒冷Ij白紘は線上の諸/~から益電が出る乙と等lて明かにした。方(，í:iJ判定のみは、1If-{和18年以后陸if.if:

.ij[の強い要求によ り、 多数製造して本:1'¥;内外地からラパウル、 トラックに迄ぷ直して閥抗IJした。

終戦日は '1 '央気象台が軍施設をづ |継いC、大和 IJ~問点IJ所'c:'研究を ~fìめ . 真に最i庄は米子 、 新潟等

でも折々観測して予報11:.対する資料な叫i!も してゐ る。 1'r占屋 )..:..~をは、終郡日1945r10JI flj7[{:した

米岡本軍気象陵b‘ら重要性'1'(認められ、そのl也援で、fh川海ifi工!必跡vfSe大な j:地建物'Drt)-iJk

許 され、大学当局.文部省、大施行等の底解ある臆援によって益電研究所の設立k見るに亘った。

名大志電{j]f究所では、勝目新たな憐想の下に、安定波形JilJ定機や答電)j'{¥L測定慣をg試作し.精度

の著しく高い接置による閥iJliJを始めて 、 在来の研究結果を再指討し 、 気象とり関係書ゴギjj車mに11J，~ぺ

ると J!;に 、 電波1'~~冊、通信妨害除去り方面 l乞対しても京電の立場からイiJf買k ì色めてゐる。'tI;.災委

員会の役した成民は突に服者なもの Cあったb、ら、此の程入手した1;ltメ1(1948年)の資料及

欧刑の研究者から次寸とi去ってくれた恥近の資料によって見ても、ノ「迄の仕事カ・引けを取ってゐ

tJ. ぃ c とは驚くべき Cあるが、 Jlt后再び'~\~災委員会の訟な協力体制を取 らないと忽にして (JHj: ~こ

落ちることが心配になるc


